
津幡都市計画道路の変更（津幡町決定） 

都市計画道路中 3・5・1 号本津幡横浜線を次のように変更する。 
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なお、津幡町字清水地内に本津幡駅前広場を設ける（面積：約 3,800 ㎡） 

「区域及び構造は計画図表示のとおり」 

理 由 

3・5・1 号本津幡横浜線は津幡町中心部を南北に結び、JR 本津幡駅から太田地区及び金沢に

至る幹線道路として約 2,660ｍで昭和 32 年に都市計画決定されたものである。 

平成 23 年の長期未着手の都市計画道路の見直しにおいて、3・3・1 号金沢津幡線（国道 8 号

津幡バイパス）や 3・5・2 号舟橋南中条線（主要地方道高松津幡線）など、南北に並行する主

要幹線道路が整備されたことなどから、3・5・5 号清水中須加線と交差する横浜中交差点から

終点太田地区の区間約 1,310ｍを廃止し、既存住宅地における区域内の交通処理を担う補助幹

線道路へ役割を見直した。 

今回、未整備区間である終点部約 280ｍについて、現在の実情に応じた道路のあり方を再検

討した結果、交通量が将来的に低下し、横浜中交差点における右折車線は設置する必要性が低

いことが確認されたことから、右折車線を廃止するものである。これに伴い、交差点部の約 70

ｍ区間において、幅員を 15ｍから 12ｍに変更する。 




